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（
１
）

中
世
裁
判
史
研
究
を
通
し
て
市
Ｔ
世
法
の
特
徴
を
斬
新
に
描
き
出
し
た
笠
松
宏
至
氏
は
、
そ
の
初
期
に
著
し
た
室
町
後
期
の
意
見
制
度

に
関
す
る
論
稿
の
中
で
、
奉
行
人
の
構
成
す
る
右
筆
方
が
公
家
法
に
お
け
る
明
法
家
に
近
似
し
た
法
曹
的
機
能
を
果
た
し
、
幕
府
法
の

（
２
）

進
化
に
寄
与
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
の
後
、
鈴
木
恵
津
子
氏
は
笠
松
氏
の
研
究
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
へ
一
五
世
紀
前
半
の
六
代

将
軍
足
利
義
教
の
下
で
意
見
制
度
の
初
期
段
階
が
顕
現
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
将
軍
の
独
裁
制
を
支
え
る
法
曹
官
僚
と
し
て

こ
の
よ
う
な
室
町
期
の
武
家
社
会
に
あ
ら
わ
れ
た
法
曹
官
僚
に
相
当
す
る
も
の
が
、
果
た
し
て
鎌
倉
期
に
も
既
に
存
在
し
て
い
た
の

か
否
か
、
本
稿
は
鎌
倉
期
の
奉
行
人
と
り
わ
け
引
付
奉
行
人
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
点
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
ま
で
鎌
倉

（
４
）

（
５
）

幕
府
の
裁
判
制
度
に
つ
い
て
は
石
井
良
助
氏
や
佐
藤
進
一
氏
の
古
典
的
な
業
績
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
ぉ

（
６
）

り
、
そ
の
中
で
奉
行
人
に
つ
い
て
も
様
々
に
一
一
一
一
口
及
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
裁
判
制
度
史
の
一
環
と
し

て
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
殆
ど
で
あ
り
、
奉
行
人
と
い
う
範
祷
を
独
自
に
取
り
上
げ
て
法
曹
官
僚
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
を
加
え
た
も
の

は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
に
な
っ
て
高
橋
一
樹
氏
は
、
訴
訟
文
書
に
つ
い
て
の
綿
密
な
古
文
書
学
的
分
析

に
よ
っ
て
、
そ
の
機
能
お
よ
び
保
管
利
用
の
あ
り
方
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
引
付
奉

．
（
７
）

行
人
を
中
、
心
と
し
て
法
曹
官
僚
の
家
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
森
幸
夫
氏
は
、
六
波
羅
探
題
の
職
員
を
網
羅
的
に
検

出
し
た
上
で
正
安
元
年
（
一
一
一
九
九
）
ま
で
に
奉
行
人
を
構
成
す
る
主
要
な
十
家
が
形
成
さ
れ
、
そ
し
て
能
力
主
義
に
よ
る
独
自
の

（
８
）

法
曹
官
僚
層
の
活
躍
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
近
の
橋
本
道
範
氏
の
研
究
は
、
鎌
倉
幕
府
裁
許
状
の
様
式
に

つ
い
て
の
系
譜
的
分
析
、
お
よ
び
そ
の
よ
う
な
対
問
型
裁
許
状
の
武
家
、
寺
社
、
公
家
、
各
社
会
へ
の
浸
透
状
況
を
解
明
す
る
こ
と
に

（
９
）

よ
り
、
王
朝
国
家
の
法
曹
官
僚
の
系
謎
雨
を
引
く
幕
府
の
奉
行
人
等
の
法
曹
官
僚
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
鎌
倉
幕
府
は
、
武

（
３
）

の
奉
行
人
層
の
重
要
性
を
論
じ
て
い
る
。

は
じ
め
に

２



鎌倉期の奉行人について（一）
士
群
と
法
曹
官
僚
群
と
い
う
一
一
つ
の
異
質
な
勢
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
、
連
合
政
権
で
あ
っ
た
と
ま
で
評
価
す
る
・

た
し
か
に
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
奉
行
人
と
り
わ
け
引
付
奉
行
人
を
法
曹
官
僚
と
し
て
位
置
づ
け
得
る
確
と
し
た
途
が
既
に
定

ま
っ
た
か
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
と
は
い
っ
て
も
奉
行
人
と
い
う
概
念
、
範
祷
は
か
な
り
莊
漠
と
し
た
広
が
り
を
有
し
て
お
り
、
そ
の

中
で
引
付
奉
行
人
は
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
な
る
の
か
、
必
ず
し
も
明
確
と
は
い
え
な
い
。
そ
し
て
、
一
口
に
法
曹
官
僚
と
い
っ
て

も
奉
行
人
全
体
を
さ
す
の
か
、
あ
る
い
は
引
付
奉
行
人
に
限
定
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
引
付
頭
人
や
評
定
衆
の
一
部
ま
で
を
も
含
み

こ
ん
で
考
え
る
べ
き
な
の
か
、
そ
う
い
っ
た
点
も
明
確
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
鎌
倉
初
期
の
京
下
官
人
等
を
中
心
的
な
対
象
に
し

（
、
）

て
、
武
士
に
対
す
る
文
士
と
い
う
切
り
口
か
ら
中
世
社
〈
室
や
幕
府
組
織
構
造
の
特
徴
を
論
ず
る
近
年
の
研
究
の
中
で
、
奉
行
人
に
つ
い

て
も
い
ろ
い
ろ
に
論
及
は
さ
れ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
、
鎌
倉
期
全
体
を
通
し
て
奉
行
人
の
概
念
を
正
面
か
ら
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
そ
も
そ
も
奉
行
人
と
は
何
か
と
い
う
基
礎
的
な
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
て
、
引
付
奉
行
人
の
実
態
的
な
分
析
を

試
み
る
こ
と
に
す
る
。

（
３
）
「
「
、
水
享
年
間
訴
訟
制
度
」
小
考
１
１
評
定
衆
と
右
筆
方
を
中
心
に
Ｉ
Ｉ
Ｌ
（
『
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
」
七
号
、
一
三
頁
以
下
）
。
な
お
、
室
町
初
期
の
幕
府
裁

判
制
度
全
体
に
関
す
る
最
近
の
研
究
と
し
て
、
岩
元
修
一
『
初
期
室
町
幕
府
訴
訟
制
度
の
研
究
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
一
○
○
七
年
）
を
参
照
。

（
４
）
『
中
世
武
家
不
動
産
訴
訟
法
の
研
究
』
（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
一
一
一
八
年
）
。

（
５
）
「
鎌
倉
幕
府
訴
訟
制
度
の
研
究
」
（
岩
波
書
店
、
’
九
九
三
年
）
。
本
書
は
最
初
一
九
四
三
年
に
畝
傍
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
一
九
四
六
年
に
目
黒
書
店

か
ら
重
版
が
出
さ
れ
た
も
の
が
、
付
録
を
と
も
な
っ
て
増
補
版
と
し
て
復
刊
さ
れ
た
。

（
２
）
「
日
本
中
世
法
史
論
」
（
東

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
１
）
笠
松
氏
の
研
究
の
学
説
史
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、

所
載
さ
れ
た
大
山
氏
に
よ
る
「
序
説
」
（
三
頁
以
下
）
、
上

（
五
七
頁
以
下
）
を
参
照
。（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
）
六
九
頁
以
下
。
同
書
に
所
載
さ
れ
た
元
の
論
文
は
、
’
九
六
○
年
の
「
史
学
雑
誌
』
六
九
巻
四
号

け
に
つ
い
て
は
、
ご
く
最
近
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
の
大
山
喬
平
編
『
中
世
裁
許
状
の
研
究
」
（
塙
書
房
、
一
一
○
○
八
年
）
に

（
一
一
一
頁
以
下
）
、
お
よ
び
「
第
一
部
中
世
裁
判
の
研
究
史
」
の
中
の
橋
本
道
範
氏
に
よ
る
「
第
三
章
鎌
倉
幕
府
の
裁
判
」

「

３



（
６
）
ジ
￥
プ
リ
１
Ｆ
マ
ス
「
鎌
倉
幕
府
初
期
の
訴
訟
制
度
Ｉ
聞
注
所
と
政
所
を
中
心
に
ｌ
」
（
「
古
文
書
研
究
二
一
号
九
六
頁
以
下
〉
、
笠
松
前
掲
書
一

頁
以
下
、
植
田
信
広
「
鎌
倉
幕
府
の
裁
判
に
お
け
る
「
不
論
理
非
」
の
論
理
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
法
制
史
研
究
」
二
八
号
、
七
一
頁
以
下
）
、
佐
々
木
文
昭
「
鎌
倉
幕

府評定制の成立過程」（『史学雑誌』九一一編九号、一一一一一一頁以下）、藤原良章「鎌倉幕府の庭中」（「史学雑誌」九一一編一二号、一頁以下）、工
藤
勝
彦
「
鎌
倉
幕
府
初
期
の
訴
訟
制
度
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
訴
訟
機
関
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
「
史
叢
」
三
套
二
。
頁
以
下
）
、
山
本
幸
司
「
裁
許
状
商

状
か
ら
見
た
鎌
倉
幕
府
初
期
訴
訟
制
度
二
史
学
雑
誌
」
九
四
編
四
号
二
頁
以
下
）
、
新
田
一
郎
「
日
本
中
世
法
制
史
研
究
の
動
向
か
ら
Ｉ
「
中
世
法
」
の
構

成
を
中
心
に
ｌ
」
（
「
法
制
史
研
究
三
ハ
号
二
八
一
頁
以
下
｝
、
佐
々
木
文
昭
「
初
期
鎌
倉
幕
府
問
注
所
試
論
」
（
佐
伯
有
情
編
「
日
本
古
代
中
世
史
論
考
」
（
吉

川
弘
文
館
一
九
八
七
年
一
三
二
頁
以
工
、
稲
葉
伸
道
「
中
世
の
訴
訟
と
裁
判
ｌ
ｌ
鎌
倉
後
期
の
雑
訴
興
行
と
越
訴
ｌ
」
（
「
日
本
の
社
会
史
」
第
五
巻
裁

判
と
規
範
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）
二
六
四
頁
以
下
）
、
古
澤
直
人
「
鎌
倉
幕
府
と
中
世
国
家
」
（
校
倉
書
房
、
一
九
九
一
年
）
五
一
一
一
頁
以
下
、
新
田
一
郎
「
日

本
中
世
の
社
会
と
法
－
－
国
制
史
的
変
容
ｌ
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
’
九
九
五
年
）
’
五
頁
以
下
、
岡
邦
信
「
中
世
武
家
の
法
と
支
配
」
（
信
山
社
二
○
○

五
年
）
七
九
頁
以
下
、
佐
々
木
文
昭
「
中
世
公
武
新
制
の
研
究
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
一
○
○
八
年
）
二
四
九
頁
以
下
、
等
を
参
照
。

（
７
）
「
中
世
荘
園
制
と
鎌
倉
幕
府
』
（
塙
書
房
、
一
一
○
○
四
年
）
一
一
一
一
九
頁
以
下
。

（
８
）
「
六
波
羅
探
題
の
研
究
」
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
○
○
五
年
）
一
一
七
頁
以
下
。
な
お
森
幸
夫
氏
は
、
六
波
羅
奉
行
人
の
考
察
の
前
提
と
し
て
、
鎌
倉
奉
行

人
の
出
自
等
を
検
討
し
、
奉
行
人
家
の
成
立
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

（
９
）
大
山
前
掲
書
の
「
第
二
部
裁
許
状
の
様
態
」
に
所
載
の
論
稿
「
第
三
章
鎌
倉
幕
府
裁
許
状
の
歴
史
的
位
置
ｌ
対
闇
勘
判
を
引
用
す
る
裁
許
状
の
広
が

両
）
さ
し
あ
た
り
五
味
文
彦
『
武
士
と
文
士
の
中
世
史
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
一
年
）
五
五
頁
以
下
、
増
山
秀
樹
「
鎌
倉
幕
府
評
定
衆
清
原
満
定
の
政
治
的

立
場
ニ
遥
か
な
る
中
世
」
’
八
号
三
八
頁
以
下
「
北
爪
真
佐
夫
「
文
士
と
御
家
人
ｌ
中
世
国
家
と
幕
府
の
吏
僚
ｌ
」
（
青
史
出
版
二
。
。
二
年
）
｜

頁
以
下
、
等
を
参
照
。

二
各
種
の
奉
行
人

（
１
）
公
家
・
武
家
奉
行
人

人
の
出
自
等
を
検
討
し
、
奉
行
人
家
の
成
一
也

大
山
前
掲
書
の
「
第
二
部
裁
許
状
の
鐸

り
に
注
目
し
て
ｌ
」
一
一
六
五
頁
以
工
．

４



鎌倉期の奉行人について（
奉
行
人
の
「
奉
行
」
と
は
「
奉
（
う
け
た
ま
は
り
）
て
行
（
お
こ
な
）
ふ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
『
武
家
名
目
抄
」
に
よ
れ
ば
「
常

に
奉
行
人
と
い
へ
ば
、
引
付
衆
と
政
所
・
問
注
所
の
寄
人
と
に
か
、
れ
る
称
謂
な
れ
ど
、
も
と
奉
行
と
云
は
、
君
命
を
う
け
た
ま
は
り

て
事
を
行
ふ
の
意
な
る
が
故
に
、
所
職
の
上
下
等
級
に
か
、
は
ら
で
政
所
の
有
司
た
る
輩
の
惣
名
の
如
く
、
か
け
て
い
ひ
し
こ
と
も

（
１
）

あ
り
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
『
古
事
類
苑
』
官
位
部
一
一
一
八
に
は
、
「
鎌
倉
職
員
一
二
」
と
し
て
「
諸
奉
行
」
の
項
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
は
「
鎌
倉
幕
府
ノ
奉
行
ハ
、
政
務
一
一
参
与
シ
、
公
事
ヲ
奉
行
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
或
ハ
特
二
公
事
奉
行
ト
云
う
ア
リ
、
又
御
物
沙

汰
衆
ト
云
う
、
而
シ
テ
主
ト
シ
テ
其
事
二
当
ル
モ
ノ
ヲ
本
奉
行
ト
云
上
、
本
奉
行
一
一
副
タ
ル
モ
ノ
ヲ
合
奉
行
ト
云
う
、
又
常
置
ノ
モ
ノ

ァ
リ
、
臨
時
ノ
モ
ノ
ァ
リ
、
幕
府
創
業
ノ
際
二
置
キ
タ
ル
ァ
リ
、
其
末
路
一
一
置
キ
タ
ル
ア
リ
、
或
ハ
中
途
ニ
シ
テ
廃
セ
ラ
レ
タ
ル
ア
リ
」

と
い
う
総
括
的
な
説
明
の
後
、
評
定
奉
行
、
官
途
奉
行
、
恩
沢
奉
行
、
安
堵
奉
行
、
賦
奉
行
、
問
注
奉
行
、
越
訴
奉
行
、
京
下
奉
行
、

国
奉
行
、
保
奉
行
、
地
奉
行
、
過
書
奉
行
、
勘
定
奉
行
、
倉
奉
行
、
納
殿
奉
行
、
寺
社
奉
行
、
神
宝
奉
行
、
作
事
奉
行
、
造
営
奉
行
、

（
２
）

等
と
い
っ
た
各
種
の
奉
行
に
簡
潔
な
説
明
を
加
筥
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
奉
行
や
奉
行
人
に
関
す
る
説
明
は
武
家
社
会
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の

は
、
武
家
だ
け
で
は
な
く
中
世
公
家
社
会
に
お
い
て
も
奉
行
人
の
存
在
が
見
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
建
暦
三
年
（
’
’
一
一
一
一
一
）

「
慈
鎮
所
領
讓
状
案
」
の
端
書
に
は
、
「
先
師
尊
円
親
王
加
レ
銘
、
佃
所
レ
准
二
正
本
一
也
、
度
々
公
家
武
家
奉
行
人
等
令
二
実
検
一
者
也
」

（
３
）

（
傍
線
筆
者
）
と
あ
り
、
公
家
と
武
家
の
奉
行
人
を
並
置
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
奉
行
と
い
う
表
現
自
体
が
、
令
制
の
公
文
書
様
式
の

一
つ
で
あ
る
太
政
官
符
等
に
お
い
て
、
そ
の
施
行
を
命
ず
る
書
止
め
文
一
一
一
一
口
「
符
到
奉
行
」
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
、
奉
行
は
朝
廷
の
公

（
４
）

事
や
行
事
に
関
連
し
て
平
安
期
の
公
卿
の
古
記
録
に
頻
出
し
て
い
る
。
藤
原
良
章
氏
は
、
直
訴
と
し
て
の
特
質
を
も
っ
た
武
家
庭
中
に

範
を
と
っ
て
公
家
庭
中
が
一
一
一
一
世
紀
末
に
成
立
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
背
景
に
一
一
一
一
世
紀
後
半
の
公
家
訴
訟
制
に
お
け
る
担
当
奉
行

（
５
）

制
の
整
備
・
拡
大
と
「
奉
行
緩
怠
」
と
い
う
問
題
点
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
民
経
記
』
天
福
一
兀
年
（
一
一
一
一
一
一
一
一
一
）
四

月
八
日
条
に
よ
れ
ば
、
祭
除
目
に
際
し
て
「
頭
弁
参
入
、
除
目
奉
行
人
也
」
と
あ
り
、
頭
弁
が
除
目
奉
行
人
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と

５



が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
鎌
倉
期
の
公
家
社
会
に
お
い
て
も
、
奉
行
人
の
存
在
が
み
ら
れ
た
。
と
い
う
こ
と
で
奉
行
人
は
大
き
く
公
家

奉
行
人
と
武
家
奉
行
人
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
武
家
奉
行
人
、
，
そ
の
中
で
も
鎌
倉
幕
府
の
奉
行
人
を
対
象
に
検
討
を

加
え
る
こ
と
に
な
る
。

人
の
三
種
類
に
分
か
れ
る
。

（
２
）
鎌
倉
・
六
波
羅
・
鎮
西
奉
行
人

鎌
倉
幕
府
の
奉
行
人
を
そ
の
幕
府
組
織
の
所
在
地
と
の
関
連
か
ら
大
き
く
分
け
る
と
、
鎌
倉
奉
行
人
、
六
波
羅
奉
行
人
、
鎮
西
奉
行

ま
ず
鎌
倉
奉
行
人
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
仁
治
元
年
（
一
一
一
四
○
）
に
時
の
執
権
北
条
泰
時
は
、
六
波
羅
の
南
北
探
題
で
あ
っ
た
北

（
１
）
新
訂
増
補
故
実
叢
書
『
武
家
名
目
抄
』
第
一
（
明
治
図
書
出
版
、
一
九
五
一
一
一
年
）
九
一
頁
。
適
宜
に
読
点
等
を
付
し
た
。

（
２
）
「
古
事
類
苑
』
官
位
部
第
二
（
神
宮
司
願
、
一
九
○
五
年
）
七
七
九
頁
以
下
。
こ
こ
に
引
付
奉
行
が
あ
ら
わ
れ
な
い
の
は
、
「
武
家
名
目
抄
』
の
称
呼
に
し
た
が
っ

て
、
引
付
奉
行
人
を
引
付
衆
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
「
鎌
倉
遺
文
」
一
九
七
四
号
。
な
お
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
の
「
検
非
違
使
別
当
宣
」
に
は
、
「
武
家
奉
行
人
」
と
い
う
表
現
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
（
「
鎌
倉

（
４
）
た
だ
し
、
奉
行
人
と
い
う
表
現
は
平
安
期
の
古
記
録
に
は
み
え
な
い
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
公
開
し
て
い
る
古
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
旨
ｅ
ミ
ミ
ミ
ミ
宮
口
‐

【
。
ご
Ｃ
・
画
。
］
冨
宮
貫
営
ご
ｍ
８
号
・
］
］
①
［
）
で
奉
行
人
を
検
索
し
て
み
る
と
五
四
件
検
出
さ
れ
る
が
、
「
民
経
記
』
安
貞
元
年
（
一
一
一
一
一
七
）
’
二
月
五
日
条
が
最
初
で
他

す
べ
て
鎌
倉
期
以
降
に
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
奉
行
の
方
は
、
『
小
右
記
』
天
元
五
年
（
九
八
一
一
）
一
月
一
九
日
条
を
最
初
に
総
数
で
一
六
八
七
件
検
出
さ
れ
、

平
安
期
に
限
定
し
て
も
「
殿
暦
」
永
久
五
年
（
二
一
七
）
一
一
月
一
○
日
条
ま
で
一
一
一
九
件
検
出
さ
れ
る
。
奉
行
人
と
い
う
表
現
は
、
奉
行
を
命
ぜ
ら
れ
た
人
、

そ
の
責
任
者
を
意
味
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
最
初
は
武
家
社
会
で
主
に
用
い
ら
れ
、
そ
れ
が
公
家
社
会
に
も
普
及
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
武
家
社
会
に
お
い
て
も
『
武
家
名
目
抄
』
が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
応
永
永
享
の
頃
よ
り
以
前
は
奉
行
人
と
い
ふ
を
常
と
し
奉
行
と
の
み
い

ふ
は
希
な
り
し
を
応
永
前
後
よ
り
こ
れ
に
反
し
て
大
か
た
奉
行
と
の
み
よ
ば
る
、
事
と
な
れ
り
」
（
前
掲
『
武
家
名
目
抄
』
一
五
七
頁
）
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
。

（
５
）
「
公
家
庭
中
の
成
立
と
奉
行
１
－
中
世
公
家
訴
訟
制
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
Ｉ
Ｉ
Ｌ
（
「
史
学
雑
誌
」
九
四
編
二
号
、
一
頁
以
下
）
。

「
鎌
倉
遺
文
」
’
九

遺
文
』
九
一
九
二
号
）
。

６



鎌倉期の奉行人について（一）
（
１
）

条
重
時
お
よ
び
北
条
時
盛
に
あ
て
て
次
の
よ
う
な
御
教
室
曰
を
発
し
た
。

五
ケ
条
に
わ
た
っ
て
政
務
の
指
針
を
示
し
て
い
る
。
最
後
の
第
五
条
は
罪
科
の
処
断
を
行
う
下
知
状
に
つ
い
て
、
そ
の
子
細
を
分
明
７

一
諸
社
神
人
井
神
官
等
、
令
レ
書
二
起
請
文
一
時
、
於
二
他
領
社
一
不
し
可
レ
書
由
事
、

右
、
於
二
京
都
一
者
、
不
し
嫌
一
一
自
社
他
社
一
於
二
北
野
社
一
可
し
被
し
書
也
、

一
可
し
被
レ
行
二
罪
科
一
由
、
被
し
載
。
下
御
下
知
状
一
事

右
、
自
今
以
後
者
、
可
レ
書
ヨ
載
子
細
於
二
分
明
一
之
由
、
仰
二
鎌
倉
奉
行
人
等
一
畢
、

以
前
条
々
、
可
し
被
し
存
二
其
旨
一
之
状
、
依
レ
仰
執
達
如
レ
件
、

仁
治
元
年
十
二
月
十
六
日

前
武
蔵
守
判

相
模
守
殿
越
後
守
殿

●

右
、
人
勾
引
井
売
買
仲
人
之
輩
者
、
可
レ
被
召
。
下
関
東
→
被
し
売
之
類
者
、
随
二
見
及
弍
可
し
被
し
放
一
‐
一
免
其
身
一
也
、
且
以
一
一
此

旨
一
可
し
被
し
触
二
路
次
関
々
｜
也
、

右
、
不
し
論
二
本
司
新
司
『
一
向
停
止
之
，
御
下
知
先
畢
、
但
至
二
馬
草
井
薪
以
下
雑
事
一
者
、
非
一
一
沙
汰
之
限
『

本
補
跡
所
々
検
断
事

右
、
．
可
し
被
し
任
二
先
例
一
也
、

人
倫
売
買
事

厨
屋
雑
事
等
事

（
傍
線
筆
者
）



に
書
き
載
せ
る
べ
き
と
鎌
倉
奉
行
人
に
命
じ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
は
、
罪
科
の
処
断
に
つ
い
て
は
六
波
羅
探
題
の
み
に

委
ね
る
の
で
は
な
く
、
鎌
倉
奉
行
人
に
よ
り
詳
細
を
記
し
た
下
知
状
を
作
成
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
六
波
羅
探
題
に
対
し
て
鎌
倉
奉

行
人
へ
詳
細
を
報
告
す
る
よ
う
に
求
め
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
藤
進
一
氏
が
夙
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
六
波
羅
探

題
の
裁
判
権
は
初
期
に
お
い
て
は
不
完
全
で
あ
り
、
多
く
の
事
件
が
鎌
倉
に
移
送
さ
れ
、
そ
し
て
鎌
倉
末
期
に
な
っ
て
も
六
波
羅
探
題

（
２
）

が
裁
決
で
き
な
い
種
類
の
事
件
が
存
在
し
た
。
佐
藤
氏
が
掲
げ
た
事
項
の
中
に
は
、
謀
書
や
下
知
違
北
目
に
関
連
す
る
事
件
が
存
在
す
る
。

鎌
倉
末
期
の
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
す
る
と
、
六
波
羅
探
題
が
成
立
し
て
ま
だ
間
も
な
い
仁
治
元
年
（
一
二
四
○
）
の
時
点
で
は
、
｜

（
３
）

般
的
に
刑
罰
権
を
独
自
に
行
使
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
植
田
信
広
氏
に
よ
れ
ば
、

検
断
事
案
の
裁
許
状
は
殆
ど
残
存
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
無
罪
判
決
の
場
合
を
除
い
て
、
当
事
者
に
公
布
さ
れ
る

（
４
）

よ
う
な
裁
許
状
が
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
五
条
の
規
定
の
趣
旨
が
必
ず
し
も

鮮
明
と
は
い
え
な
い
の
は
、
そ
の
よ
う
な
点
と
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
こ
こ
で
鎌
倉
奉
行
人
と
総
称
し
て
い
る
中
に
は
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
引
付
は
成
立
し
て
い
な
い
の
で
、
評
定
衆

が
兼
務
す
る
政
所
や
問
注
所
お
よ
び
侍
所
の
執
事
や
所
司
等
と
そ
の
下
僚
全
体
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
極
め
て
広
義
の
意

味
で
の
奉
行
人
の
用
法
と
い
え
る
。

次
に
六
波
羅
奉
行
人
に
つ
い
て
で
あ
る
。
以
下
に
掲
げ
る
の
は
、
藤
原
南
家
の
流
れ
を
く
み
政
所
執
事
を
代
々
世
襲
し
た
二
階
堂
家

（
５
）

の
傍
流
に
位
置
す
る
一
一
階
堂
行
顕
が
、
建
長
六
年
（
一
一
一
五
四
）
頃
に
発
し
た
書
状
と
さ
れ
る
。
詳
細
は
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
が
、

京
都
大
番
役
に
関
す
る
忽
那
二
郎
左
衛
門
尉
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
来
た
る
七
月
よ
り
停
止
す
る
よ
う
求
め
た
も
の
の
よ
う
で

（
６
）

あ
る
。
建
長
三
年
（
一
一
一
五
一
）
に
京
都
大
番
役
は
御
家
人
役
と
し
て
限
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
と
関
連
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

去
四
月
廿
日
御
札
、
五
月
廿
九
日
到
来
、
委
細
承
候
了
、

８



鎌倉期の奉行人について（－）

最
後
に
、
鎮
西
奉
行
人
に
つ
い
て
述
べ
る
。
「
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
一
一
一
月
一
○
日
条
に
、
「
今
日
、
藤
原
遠
景
為
二

（
８
）

鎮
西
九
国
奉
行
人
一
」
と
あ
り
、
義
経
捜
索
の
た
め
に
九
州
に
派
遣
さ
れ
た
藤
原
遠
星
泉
を
鎮
西
奉
行
人
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

幕
府
の
組
織
構
成
に
つ
い
て
記
し
た
『
吾
妻
鏡
」
建
久
二
年
（
’
一
九
二
正
月
一
五
日
条
に
も
、
公
事
奉
行
人
と
並
ん
で
鎮
西
奉
行

人
と
し
て
「
内
舎
人
藤
原
朝
臣
遠
景
」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
か
っ
て
の
平
氏
の
勢
力
基
盤
で
も
あ
っ
た
九
州
の
御
家
人
対
策
が

鎮
西
奉
行
人
設
置
の
も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
以
降
の
鎮
西
奉
行
人
の
存
在
や
あ
り
方
に
つ
い
て
は
諸
説
が
錯
綜
し
て
い

（
９
）

フ
Ｃ
Ｏ

（
７
）

間
に
置
か
れ
た
。
建
長
六
年
（
’
一
二

け
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
一

も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

承
久
三
年
（
一
一
三
一
）
の
承
久
の
乱
を
契
機
に
成
立
し
た
六
波
羅
探
題
に
は
、
政
所
や
問
注
所
は
設
け
ら
れ
ず
、
評
定
衆
が
一
一
一

四
○
年
代
後
半
、
引
付
方
が
弘
安
元
年
（
一
一
一
七
八
）
以
前
、
検
断
方
が
正
安
二
年
（
一
三
○
○
）
か
ら
正
和
二
年
（
一
一
一
一
一
一
一
一
）
の

（
７
）

間
に
置
か
れ
た
。
建
長
六
年
（
’
一
一
五
四
）
の
段
階
で
は
ま
だ
引
付
方
と
検
断
方
は
成
立
し
て
い
な
い
の
で
、
評
定
衆
と
そ
の
下
僚
だ

け
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
六
波
羅
奉
行
人
は
、
下
僚
だ
け
で
は
な
く
評
定
衆
、
あ
る
い
は
そ
の
一
部
を
含
ん
だ

六
月
二
日

進
上
忽
那
二
郎
左
衛
門
尉
殿
御
返
事

有
二
御
計
一
候
、

抑
京
都
大
番
事
、
去
々
年
御
岸

候
者
、
可
し
申
一
一
子
細
一
候
也
、

但
成
二
御
下
知
一
候
ハ
ん
事
、

有
二
御
計
一
候
、
恐
々
謹
言
、

去
々
年
御
使
下
向
之
時
、
御
返
事
申
候
了
、
如
レ
此
寄
子
年
来
御
勤
仕
之
条
、
不
し
及
二
異
儀
一
候
、
被
一
一
尋
下
一

ｊ
細
一
候
也
、
兼
又
京
都
大
番
者
、
自
二
来
七
月
一
被
し
止
候
之
間
、
其
沙
汰
同
不
し
可
レ
有
候
、

』
ハ
ん
事
、
不
し
可
レ
有
二
其
沙
汰
一
候
也
、
於
一
一
六
波
羅
奉
行
人
一
被
二
聞
食
一
丁
、
御
下
知
候
ハ
ぬ
様
二
、
可
し

前
常
陸
介
（
花
押
）

（
傍
線
筆
者
）
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そ
の
後
、
二
度
に
わ
た
る
蒙
古
襲
来
の
後
、
幕
府
は
さ
ら
な
る
攻
撃
に
備
え
て
様
々
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
一
つ
と
し
て
鎮
西
御
家

人
が
訴
訟
等
で
本
領
を
離
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
鎮
西
に
お
け
る
裁
判
機
関
の
整
備
を
は
か
っ
た
。
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
に
は

鎌
倉
の
引
付
奉
行
人
と
地
元
の
有
力
守
護
か
ら
な
る
一
種
の
合
議
裁
定
機
関
、
弘
安
九
年
（
一
一
一
八
六
）
に
は
そ
れ
を
よ
り
発
展
さ
せ

（
Ⅲ
〉

た
鎮
西
談
議
所
、
そ
し
て
最
後
に
そ
の
完
成
形
態
と
し
て
鎮
西
探
題
が
永
仁
元
年
（
’
一
一
九
一
二
）
に
設
置
さ
れ
た
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、

（
ｕ
）

正
応
六
年
（
一
二
九
一
一
一
）
に
執
権
の
北
条
貞
時
お
よ
び
業
時
の
名
で
発
せ
ら
れ
た
御
教
書
案
で
あ
る
。

異
国
防
御
に
つ
い
て
地
頭
や
御
家
人
等
に
対
し
守
護
の
命
令
に
従
う
べ
き
こ
と
、
さ
も
な
け
れ
ば
た
と
え
合
戦
を
し
た
と
し
て
も
恩

賞
に
あ
ず
か
れ
な
い
こ
と
を
、
薩
摩
国
中
に
触
れ
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
同
じ
宛
所
に
対
す
る
ほ
ぼ
同
一
の
案
文
が
、
弘
安
九
年
（
一

（
皿
）

一
一
八
六
）
に
既
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
こ
に
鎮
西
奉
行
人
が
定
め
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
瀬
野
精
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
職
務
分
担

を
し
た
多
く
の
鎮
西
奉
行
人
を
新
た
に
設
け
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
「
蒙
古
襲
来
に
備
え
て
鎮
西
に
派
遣
さ
れ
た
北

（
田
）

条
氏
一
族
、
鎮
西
特
殊
合
議
制
訴
訟
機
関
の
構
成
員
、
鎮
西
談
義
所
頭
人
た
ち
」
が
含
ま
れ
る
。
延
慶
二
年
（
一
一
二
○
九
）
の
「
肥
前

異
国
防
禦
事
、
鎮
西
地
頭
御
家
人
井
本
所
一
円
地
輩
、
従
二
守
護
之
催
（
且
令
レ
加
二
警
固
用
意
（
且
可
レ
抽
二
防
戦
忠
功
一
之
由
、

先
度
被
二
仰
下
一
畢
、
而
被
レ
定
二
鎮
西
奉
行
人
等
一
之
間
、
若
不
レ
従
二
守
護
一
之
族
出
来
歎
、
如
レ
然
之
輩
、
縦
錐
し
致
二
合
戦
一

不
し
可
レ
有
二
其
賞
一
可
し
被
し
処
二
不
忠
一
也
、
早
存
二
此
】
且
可
し
令
し
相
．
触
薩
摩
国
中
一
状
、
依
レ
仰
執
達
如
レ
件
、

正
応
六
年
三
月
廿
一
日
陸
奥
守
在
判

相
模
守
在
判

嶋
津
下
野
三
郎
左
衛
門
尉
殿

（
傍
線
筆
者
）
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